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巷にあふれる情報をいかに効率よく取り出し、
新しい知識として蓄積させてゆくか…
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情報活用のための解説書

■情報提供の場である図書館に必要な情報活用の知識と
実践方法を解説したテキストです。

■司書課程新カリキュラム科目「図書館サービス」「情
報サービス」「図書館資料」「専門資料」などに対応。

■“情報源の種類とその特性”、“図書館サービスの考え
方”、“情報の役割”、“活用のための考え方とその仕
組み”について理解することができます。

図表や事例が豊富でわかりやすい

■豊富な図表や専門用語には、具体的な事例で、司書
の知識がなくてもわかりやすく学ぶことができます。
司書課程で学ぶ学生だけでなく、現在図書館で働い
ている人、図書館利用者にもおすすめします。

■テキスト内容の理解をより深める手助けとなる、記
述式を主とした演習問題付き。

【目　次】

図書館司書の
テキストに

最適

図書館司書の
テキストに

最適

著者プロフィール　木本 幸子　（きもと・さちこ）
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第 4 章　情報を見つけやすくするためには

語句による

　私達は、思考や概念を言葉に置き換えて他に伝えている。言葉に
よってその内容（思考や概念）を知ることができ、認識を共有するこ
とが容易となる。概念とは、"事物の本質をとらえる思考"の単位の
ことである。すべての言葉には対応する概念が少なくとも1つ存在
する。言葉にできない思考・概念は、伝達することが困難である3）。言
葉は概念・思考の表現であるから、ある言葉を聞いた時、形状や状
況を想像できる。例えば、「三日天下」という言葉を聞けば、「盛衰」「短
期」「無常」などが思い浮かぶ。
　言葉の種類には、同義語あるいは類義語（以下、同義語）と多義
語がある。前者はある概念を表現するのにいくつかの言葉で表現でき
るもの、後者は同じ言葉がいくつかの意味を持つものである。両者の
違いは図4-4のようになる。

図4-4　同義語と多義語のちがい
（多義語の出典：日本語大シソーラス）
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なって、その内容のあらましを示す。例えば図書の巻末索引は、図書
の内容を探せるように、本文中の字句や事項を一定の順序に配列して
作られる最も基本的な索引である。
　「索引」と「検索」は、表裏一体の関係にあり、検索は、索引され
たものの中から、情報要求に該当する指標を引き出す作業である。
インデクシングは、主題要素を語句や記号に置き換える作業をいう。
置き換えられた語句や記号は捜しやすいように一定の順序に配列する。
　検索（または探索）の結果は、「あった」か「なかった」かの2通り
である。「あった」という状態は、印刷版を使用した探索では、検索
語として探していた語句が「見つかった」ことであり、データベース
検索では、検索語として使用した語句が「ヒットした」ので、その結
果が画面に表示された状態である。この場合、本当に情報やデータがあっ
た場合と、言葉としては存在したが、内容が求めるものではなかった
場合がある。後者は不要なもので「ノイズ」（検索ノイズ）である。
また「なかった」という状態は、印刷版を使用した探索では、検索語
として探していた語句が「見つからなかった」ことであり、データベー
ス検索では、検索語として使用した語句が「ヒットしなかった」ので、
その結果が画面に表示されなかった状態である。この場合、本当に情
報やデータがなかった場合と、必要なものを見つけられなかった場合

� 検索結果� 　　あった� 　　なかった

� � 必要情報が本当に「有」� 必要情報が本当に「無」
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� � � 原因①検索技術が未熟
� � 　しかし不要情報� 原因②索引手法の理解不足

図4-1　検索の結果
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第 4 章

情報を見つけやすくするためには
～情報の加工～

　情報要求が生じた時に、必要とするデータや情報に即座に辿り着く
のは難しい。第2章で示したように、多種多様の一次情報源がある。
どこに、どのようなデータや情報源があるかを、効率よくしかも的確
に見つけるための手段があれば便利である。
　情報を見つけやすくする工夫には大きく２つの方法がある。１つは
索引を作ること。もう１つは、分類することである。索引は、"こと
ば"から探す時、"分類"は、まとめてそのテーマの内容を探すときに役
に立つ。本章では、索引をつくること、分類することについて、さら
に情報加工の手順について解説する。

１．　索引を作る

１）索引の役割

　情報源の内容を探す時の手がかりが索引である。インデクス（index）
という。索引を作ることをインデクシング（indexing）という。その
手順および作業のことである。
　中村幸雄1）は"インデクスとは、元来「指標」の意味で、人差し指の
ことである。指し示すには、示すための物あるいは記号と、指し示さ
れる「対象」とがいる"と述べている。このインデクスは「索引」のこ
とで、探し出す、引き出すという役割がある。
　索引の役割は、その事物の存在や状態を示し、原文の「代わり」に
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図表や事例が
豊富なので
理解しやすい


